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総 説 日本国有鉄道では(三`男ニュ9;)を合言葉に,新たに1,000kmiこ及ぶ電化と復線化,速度向
上と列車の増発などをもりこんだ大幅なダイヤ改正を実施Lた.ノ ニの主旨に沿い日立製作

所では各種車両の量産を進めたが,その中に新系列車両として,磐越西線用ED77形交流

棟閑串および山形電化用ED78形回生ブレーキ付交流機関車がある_〕また,裏日本縦貫用

に,三電気方式EF81形交直流機関車を試作した｡さらに昭和47年春,糊通を計痢され

ている山陽新幹線は鼓高運転速度250km/hをめざして新しい技術開発がはかられてお

り,この試験車用としてサイリスタ制御装琵,運転指令装粁など主要電矢ば-を製作‾した｡

----▲方ディーゼル校閲車用エンジンの大形化のため2,000PS用のDW7形液体変速機を試
作中である｡)

車両の無塗装化の採用も盛んで,東京都交通局向亡すi･ニステンレス鋼製電中を納入,大阪

市交通局向けにアルミニウム製電車を製作中である｡

サイリスタは急速に開発が進み,大容量･高耐圧のものが前掲のED77･ED78形交流

棟閃車,山陽新幹線試験串および北海道向け711系交流電車の主回路に使用されている｡ほ

かに帝都高速度交通営団向けに760kWチョッパ詩U御J装芹′茸と,前掲のEF81形交直流機関

車にとう載Lた320kVAのサイリスタ式インバータの試作が行なわれた｡電子応用機器

の代表的なものに自動列車停止装置と無線自動操縦装置がある｡前者は私鉄各社に,後者

は八幡製鉄株式会社君津製鉄所向け60tディーゼル機関車に取り付け納入された｡

サービス向上面では,日本国有鉄道の急行の2等電車,私鉄の通勤電卓用に,屋根中央

につける集中形ユニットクーラを開発した｡

貨物輸送の近代化に伴い,台わく緩衝装置付海上コンテナ専用輸送車,粉粒体運搬車,

冷蔵串などの物資別適合貨車や海上コンテナの量産を進め,圧送式セメントタンク串,

1,000t杭トレーラを開発した｡

また,最近の土木工事の大形化にこたえ,日本最大の30tダンプトラックを開発,量産

にはいった｡

一方,輸出車両も活況を塁し,台湾,フィリヅピン,パキスタン,マレーシヤ,アンゴ

ラ,ポリビヤ,アルゼンチンに各種車両を輸出した｡

昇降機関係の成果として,まず,世界の注目を浴びて完成Lた霞が閑ビル納300m/min

エレベータがある｡このエレベータに関する諸問題を完全に克服するため,高信頼度,高制

御の帰還制御と防震構造によって,無振動,無騒音化し,円滑で迅速な速度特性を得るこ

とができた｡引き続き世界貿易センタービルなどの高速エレベータ群の生産に全力を傾注

しているが,さらに540m/miIlへの研究を推進しつつある｡一プム SV形ギャレス,ギヤ

ードエレベータへのモデルチェンジによって,一般ビルの高速化に対L新たな体制を整え
た｡エスカレータとしては都心にふさわLい豪華で高性能を誇るC-NN形20台を三越デ

パート銀座支店に納入したほか,透明意匠の間口の広いEC-NN形を開発Lた｡油圧エレ

ベータとしては乗用を含めて総計7台を宮内庁新宮殿に納入Lたし､ノ また長行程や定格負荷

の記録品を納入し油圧エレべ-一夕の新分野を開拓した｡輸出の血では,台湾,韓国に技術

供与したほか,アメリカからの受注が決定するなど,本格的な国際市場への進出が期待さ

れている｡
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新幹線試験電車用電気品

日本国有鉄道にごねいては現在の新幹線電車のモデルチェンジと将

来の超高速電車を検討するため,昭和43年度に最高運転速度250

km/h以上の試験車2両(1ユニット)が製作される｡

この電車の電気晶ほ制御性能の向上保守費の低織,小形軽量化,

信煩度の向上などをねらってサイリスタ,集積回路(二IC),新絶縁材

粗 菓空スイッチの採用など従来の電気品に対して大幅な改良が図

られている｡これら装置は社内試験も終わり車に犠(ぎ′)装中である｡

1.力行用シリコン制御整流装置

現在の新幹線電車の低圧タップ切換器に代わってサイリスタの位

相制御i･こより無音E孤で連続的に力行電流を制御する.ニ単に大容量と

いうだけでなく,次のようないくつかの画期的な新機軸を盛りこん

で設計製作された｡容量は2,160kW′/1,300V/1,680Aである｡

(1)サイリスニタを使用し,全電圧位相制御を行なう｡

(2)サイリスタほ2,500V,400A,ダイオードは2,500V,800A

という世界的高水準の素子を班用する｡

(3)サイリスタ,ダイオードともに油浸構造で,冷却ほ送抽風

冷である｡これにより雪,ゴミなどに強く,保守費の低械が図ら

れ,冷却効果も増大する｡

2.サイリスク式チョッパ装置

発電ブレーキ抵抗器のタップをカム軸制御器で順次短絡する従来

の方式でほ,ピ…ク電流の閑床から平均ブレーキカをあまり大きく

できない｡粘着限界いっぱいのブレーキカを得るためには,ステッ

プレスの発電ブレーキ制御を行なう必要があり,その方法とLてサ

イリスタチョッパを採用した｡またくり返してチョッパを使用する

いわゆるバーニアチョッパ制御方式を採用してチョッパ容量を低博

している｡

またチョッパ用高速度形サイリスタは接合層少数キャリアのライ

フタイム制御のため耐電圧,電流特性が通例のサイリスタに比べ大

容量化が困雉であるが,力行用素子と同系シリーズで400A,1,300

V,タンオフタイム50/′S,サージ電流8,000Aの記録的大容量素子

を(両面放熱式のユニットセル構造で)完成した｡

なお装置の制御容量ほ1,650V,790A,4回路分であり,その構

造上の特長は前述の力行用整流装置とほぼ同様である｡

3.主 電 動 機

MT916形250kW主電動機は前述のように力行,ブレーキとも

脈流で運転されるため簡易宥音層ヨークの採用により脈流を減殺して

いるので過渡時の整流もきわめて安定である｡電機子,界磁にF種

無溶剤エポキシ樹脂絶縁,電機了一に耐熱,耐電圧性のすぐれたフイ

ルム絶縁(ポリアミド,ポリーミド併用)の探f削こより現新幹線用と

ほぼ同一寸法菰量で35プ左の容量増大が実現した｡また構造面でも

パックド式密封軸受,整流子ライザ部のTIG溶接など信頼度向上,

保守の簡易化を因っている｡

4. うず電流式レールブレーキ

この電車は最高速度250lこm′′′h以上として計画されているので高

速領域における滑走を防止するため,発電ブレーキ電流で励起され

るこの装置の磁束によって,ンールにうず電流を発生せL姪)て非粘

着ブレーキをかける方式としている｡

列車の運転エネルギーを直接レール内に消費ナノ5非粘着ブレーキ

であるため,レールの粘着床数i･こ依存しないことを特長としている

はかに,`吋動部分JP摩擦部分がなく保守が簡易である｡コイルほポ

リアミドフイルム絶縁を採用し,エポキシ樹脂で固化し,振動やゴ

ミ,雨水の浸入などに対し安全である｡
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5.定速度運転装置

運転士の指示する指令速度に従って｢]動的に力行,ブレーキ,

惰行およびトルク量を各年に指示する〕また小突からの制限速度信

号などに追従する保安機綻もかねている｡集積回路(JC)の大幅な

採用とデイジタ′し制御,多頁系の採用により制御精度,保安蝮の向

上とともに小形化か岡ちれてt･､る｡

d.真空遮断器

従来の坐気運断器に代わって,特.‾亡如J路の保護に新開発の30kV

lOO九4VAの大容完真空速断語…手を拝用し軽量化と保守の軽減を回っ

ている._.図5は代表的な株器の外観である｡

図1 サイリスタ式チョッ′く装ぎ茸
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図2 サイリスタ,ダイオード素子
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図4 うず電流ブレーキ装置

図5 真 空 遮 断 器
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は車両としての性能確認Jつごも〔熊はもちノ1ノん, 台車など械

車両用集中式冷房装置

車両の屋根上に取り付けるタイプJ〕集中式冷如法さ壬置を開発し 京

王電鉄株式会社に5000系iE車用とLて冷力39,000kcal′･′■hの装置を,

口本周布鉄道に165系2
しとLて冷力28,000kcal/hの彗去置

を納入した｡

ニュ才‾し.らはいずれも次のよう)･ヒ特長をもっている.｡

(1)圧縮機には出力3,75kWの完全密閉‾形を,凝約諾乱｢舶笠凪機

にはヂ阜■流フアンせ探川して装｢迂を小形軽罷にLているっ

(2)冷風叶ぎi=+および還気f-1は,冷房装琵を屋根上に据え付け

るf祭パッキンの狂者により自動的に接続さjtるようにして,装置

の取り付け取りほずLを彰子易にしているし.

(3)装置の表向をポリエステル横柄コーチングして,電車の屋

坦上機器として必安な冠支ミ.絶縁を施してある｡
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図6 京王電鉄株式会社納 冷房装臣呈

団7 日本国石鉄道約 冷房装瞑

直流電車周回生ブレーキ付パルス制御装置

サイリスタチョッパを用いる/ミ･Lス恥+御方式は,直流車両の主回

路を無接点化する方式として積も有力なものてある｡日立製作所に

おいてはかねてより各種の試!浪を実施し その実用化に意を用いて

きたが,昭和43年3月市部高速度交通営団試作中用に,わが国初の

実肝統一式を製r†三納入した｡

本装置ほ,表lの概略仕様に示すとおり,従来坤の8偶王冠動椀制

御の制御器と,制御容量,基本性能は全く同等のもので,これにパ

ルス制御方式を加えたものである｡低速域までの広範囲な回生ブレ

ーキを採用しており,申両の乗心地,保守の簡易化といった面では

サイリスタチョッパを用いて無接点化を実施している｡

太装置は完成後,各稚の詳細な実車試験を行なったが,その内容

械系との関連,粘着性敵試験など多岐にわたるものである｡これら

の各種試験におし､て,いずjLも予期以卜乃成績を収めた｡特にパル

プ､制御方式の制御の即応性を利用しで空転時に1り二粘着を促進するこ

とにより,従来方式より編成内の電動車数を減らし得ることも明ら

かにしたことは,誘導障害試験で特に問題がなかったことと合わせ

て,パルス制御方式実用化をさらに前進させるものである｡

蓑1 試作車用パルス制御装置概略仕様

】止 先 方

Il卸 主 ノ完 動

三 盲 動 楼 接

弓弓 界 磁

制 御 方
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桜

町rじ

式
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チ ョ ッ パ 方 式

チ ℡ ツ
バ 相 殺

チ ョ ッ パ制御方式

95kWx8台

力行時4仰柏こ久i【'〔列2群

回生時4個永久行年列2群界磁三二亡叉

誘力量分路式 界磁制御段3段

チョッパ制御日動加拭速方式【示】生ゾレーキイ･J

反発バ･ニス方式､享j5充電L司路付)

2

間i父数一定ノトニ帖制仰平均値粍り御方式

[く18 試丁`t中什】チョッパ装茫己

自動列車停止装置(ATS)

郡ffJ.問辺の鉄道鮎ち迂こま,列車運転レつ砧速化,満婿変化を余儀なくさ

jl･,保安施設の繋肺拡充ユう掘ト:要論きjLている｡このため,各私鉄

-でJま,保安対策とLて自動列中件止装置(ATS)の緊急設置を実施中

である.コ ロ立製作所は,東武,西武,相模,京]端部二および近畿日本

紙道の各社に抑十本装置ち傑作納入しで子ゴり,納入品ほすでに粥和

43年4月1｢iユリ仕F‾【‾うされ,附､'J:吐の一子祀距的向上に寄与している｡

現在Fi立巷豊作所フうこ量産中のATSミよ列中の速度照査の耐から大別

すると,東武およじご所武鉄近J小つ階段-iうヨ数制御式,相模,京王帝

都および近畿口本鉄道｢こi二J叫潜没7…御式の2畦類になる.｡いずれもト

ラノンスタなどの電了▲部l吊こよる静l卜梅吉_吾;主を土r如こ回路を構成し

それら部品, り故障時でも安全になるようフェーールセーフとな

ってニナごり,過酷な軒両輔境こ十分耐ぇ,信細枠;こ･二高く,全体として保

守,点検カニ容易てある二 図9は,階段一関数制御式のATSブロック

囲を,図】0は東武鉄道株式会社向ATSの外観を示したものである｡
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図10 東武鉄道株式会社向ATS

ポリビヤ国鉄納

1′270PSディーゼル電気横間牽

この検閲j斡･よ,ポリビヤ国鉄路線Jり!り卜二､･もまれな最高高度

4,787mの高地にあるため.高地用ディーゼ′し粍供仲とLての特殊

性をもった設計が行なわれているし二.

エンジン出力は,高射南爪装置付きガバナこより.高度3,700m

以上では高度に応‾じたr_1りJに自動的に調整さjtるようになってお

り,各機器や冷却フ7ソの仕様決定には,高地にお:ナる希薄な空気

の下でじゅうぷんな性能が発揮できるよう考沌‡が払われている｡

急こう配 急曲線の多い線路･条件のため,ダイナミックブレーキ

を装備している=.また巾輪配列をB｡-B｡仙B｡とL,急他線を軽易

に通過できるような台中構造を持っているノ また,砂じんに対処し

てエンジン吸気側にパネルフィノレクとオイルバスフィルタを二重に

取り付HLており,制御箱のプレッシャライズも実施した｡高地にお

ける気温低下(】20℃い乃ため,エン′ジン冷却水の凍結防止と起動の

容易化を図って樅関予熱装置を装僻し′,冷却水系に保札 くみ上げ

回路を設けている｡

図11ポリビヤ国鉄向1,270PSディーゼル電気検閲車
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無線操縦装置付ディーゼル機関車

製鉄所における輸送合理化の新しノい試みとして,簡易無線による

ワンマン･リモートコントロール方式を採用Lたディーゼル枚関辛

が完成した.丁 これほ,八幡製鉄株式会社君拝製鉄所向4両の中の2

両で,従来は,1舶蚊に,運転,操中の2人組みで作業が行なわれ

ていたが,運転手1人ですべての操作ができるようになっている｡

ロ桐口43年7月同社堺製鉄所での試験の私書fリミ,封′1;業への適用が可

能であることか認めらjLた√,

無線による遠隔指令に加えて,運転手の媒rrを～汁純化し,高度の

熟練を必要としないものとするため,7ヒ行とプしMキには,自動制

御方式を拭用している二.

機関車の什様は,沌整血量60t,軌間1,435nlm,車体は長さ11.7

1TlX幅2･91T-×高さ3･7m,機胤王D入4F31SB500ps′ノ1.500rpm,液

体変速機はCB138,増高速度は17km′′hてある｡

図12 日鉄八幡捲遅株式会社･了‾キ‾津樅rプぅ朴

日立HG-60fミBJ惇液体式デで-ゼノン較閏年

新 開 発 貨 車

日本国右鉄道ノ)貨車は【1∈挿143年10月実施の白紙ダイ17改正を目

途に,貨物輸送の改善増強を期して,満中速貨小,-･般貨申の哨備か

なされ空前の生産となった｡またコキ9100,コサ900形式海上コンテ

ナ鉄道輸送用貨車に,わが国はじめての亡けフく緩衝装置を探ff=ノた｡

私有貨車は,ここ2,3年で開発した40t右一章セメントタンク軋

35t積ガソリンタンク車,25t箭LPガスタンク韓などの拡販がな

され,各社より多1の受注を得たj新宅引一tTトとLて∴三.′古土セメント

株式会社納正う芸形40t環七メソトタンク中コ1ある.｡これはタンク

車から直接タンクローリなどへセメントの積みう去ぁができるもので

地上設術や人件節の節減に大きな役割を児たし∵こいる､∴,昭和電工株

式会社納40t枯アルミナ運搬中は申体,子け〕1をアルミ合金製にし

たもので,白亜12t以下の最も軽品化されたニトソノり巨である｡

表2 回鉄貨車安江生綻両数去

貨 車

ワ ム 80000形式15tも;捕ガイ帝

ト ラ 70000形式17tも'f無ガイ叶

ト キ 25000形式 36t桃子無ガイ_-‡i

名
ホ

キ 2200形式 30tも号ホッパ強

レ サ 5000形式 24tも`i冷蔵巾

ワ キ10000形式 30t有言有ガイ中

コ キ10000形式 34t抗コンテナナi巨

コキフ10000形式 38t椚コンテナ緩急卓

〔l昭和43年1

亡1三磋 両 数

2,25()

200

3(〉0

120
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月～12月)

殺 高 速 度

75km/h

85kln/h

一h′/mkOハU

O
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中両･昇降機

(b)足回りに共通部品を使用しているため,部品供給が容易で

ある｡

(c)道路法規を満足L･ているため,公道を高速運行できる()

】¥113 セメント々ソク中よりローりへの移)玉状況

製鉄車両の自動化,大形化

ゴi二三近鞋望鉄軌ガス会什なごでは作業脚立政市おrl二び別当t化の目的

かL〕11勧化カこiざ｢山さ′いノる上ともに,‾し咋三溝ン炉たど設肺の大形化に伴

って輸送Ji川〔両ヰ)人形化,剖1+化♂〕岨fi小堀ミ√二な一つている｡
乍回プこ阪ガス株式会社堺エゴ湯前3コークス匁り円として納入Lた日

動運転付自走式汀けく･巨ほ,称牧村･下ジ1+‾■1■-ノこ心r[び〕1引去帖分し･つ結節む

図るたぎ)楼関中と消火中とを 一附結造として絶蒜化胤20?左.)した⑦

台申は同定3柑1帥脈動ノブ ト 消火･-il二♂_)

氏板,隔壁には耐候性応朝主力鋼批‾加科1jした.†▲丁)JH二淋朝鮮線方式

で,炉じミ･J係行中両=け刀才甘夏が吋能てふる

信__L製圭鉄株式会祉名古屋製紋所∴納入した22()りL'し鍋臨助チト小､】

拳法鉄所内転炉工執こ二㌢-_すいて溶銑鍋むとう噸い｢ほう坦撤し耐′.仁の喝

所で鍋十を他動Lな∴ノニF_)排推(ミエいし■､処列しそこ7一帖ノ1作11～三むf+‾-ニ･7三こう中rtj

子沖二▼ 〉Jlベてし叫1ゝr■三nl.‾L遠隔j肘′l‡方式てふ々二).

卜くけ-1 F■】′ヒJ･しJ-■ノ人iilいノ･く小

日立高速トレーラの開発

.Fi･丈むハコンテナノゼーシ三J∴｢∴tひ■.ノこjIモ冶i油輸送化に応じて一
連〃〕砧速トレーーラを州発した｡

り)15t有責ヤー+ニセミトレーーラ

･舶雑貨を積載し,公道を瓜連てう引+∴ナる.〕輸送公理化√ノニ)ためしり

パレット輸送JP良師離フ工期便汀jとして最適の校風〕

(2)lSO8′×8′×20′コンテナ川トレーラ

コンテナを積載すると自動的く･こロックする.-ノまたレバーー本の振

作で開放できるツイストロック式ラッチ機構を備えている｡

(3)14t横ダンプトレーラ

8～10t積のダンプトラックに比べて一度に大量の物資が輸送で

き,強力なダンプ機構を持ち機動性に富んでいる｡

これらトレーラに共通する特長ほ次のとおりである｡

(a)軽量設計となっているため,運行経費が少なくてすむ｡

一一-- こl

一望

1

野一

図15 HT1510平床式セミト レーラ

i礪16Iil'2513れ三_トJソテナト レーラ

一虐‾くJ`ケ穴

盛藍憑墓室⊆

ノダー

/､

lプ勉二つ野γヌき警㌍-一己諾藍夏至欒

喝

ー､二′塑わ･･J

;㌢■警藍盗刃---=-･ 阜(し三ニノ ≡-㌢-′ノ淑
久､ノ〉話■ノ

卜く!17 Ⅰ-IDT14･1 ∵フト レラー

霞が関ビル納高速エレベータ群完成

i】折口43年4月ノ三成L′た11れ'∃よ切ノ)超｢如fき,i如収jビ′レに央汀損高

速度の300111/minェレべ【タをはしごめ,21nnl′′′′min,15011ユ./min

などの高速エレベータ群合計177二｢を納入Lた.二)こ.れら〟〕エレベー

タほ,全静止形帰還制御方式,高速川ガイドローラ,かご防振柄造

など,研究塔における数年来の研究によって確立された新技術を結

解したもので,快適な

乗心地,迅速な運転,

結滞な着床など,起■高

層ビル用エレべ--クの

条件を完帖L,順調に

稼動している｡また,

収容人口1万人の交通

需要を迅速,■輔i巨キ=こ

処理するため,二Lレベ

ータ群の全L]勤評管理

方式にほわが国高層ビ

ルの特殊性をじゅうぶ

ん考慮し,新Lいくjl

うを織り込んで,ビル

機能の効率化に万全を

期している｡

蒜適攣.警
蒜癖･済璽

j癖轡野

印噂

L¥118 日望が関ビル全景
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日 立 評 論

区†191占がF与ヨピノンエレベータホール

新宮殿納45m/min2′000kg

油圧式乗用エレベータの完成

昭和43f一三11月に亡一石成Lた虫I己一抑さ】■馳こ,油虻式エレベータ7そ‡

を納入したr一二.

軒白'.阻ま日本を代表するミ･二ふさjっしく,紹暇追J〕を基調とすると

ころから,咄物の構う告上柑iこかごなi叫抑Pし_【二げる油圧ソナ式カこ適用

さjtたもので,般ブこ行手引よ10,32(_)1て1nlに及んているリ

ニンベータの安全性,信緋性こついて+主二,建物二王ゴよび仕用条件+つ

特殊性を考放し,特にプランジャなどの油圧倣:吾:壬は総力を紙集きした

綿密な択討を加え,10()i-l三の耐久寿命を寸j▲Lているり

意匠的には,と-H入1‾1ドア心よびかご♂■〕去i二心に巨耶中綿の和をほるな

ど,†‡!本吼の落ち右いたふんいユミと豪華な慾じを仁一11している｡

性能汀iiでは,新宮暇Jl‾jに付こFif+発LたH形i･ll-りt制御生…置により,

乗心地ほ起動け+上二を悠じないほどl‾】淵で,縫物の吐血さにマッチし

て静蔚に〕割ヒ三される.

右横精度は,LC-S新着味方式の適用により,±5mmで,油圧

式エレベーメとして最高級叫ノ‾帥旨がえられた

-】彗

_妬:盛_.･跳盟感空夢野環穿-:ユー.､_.濾胞.【‾檜e昏i皿｢-､
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図20 新宮 殿 全景
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図21新宮殿納油圧式エレベータの特性

窮51巻 窮1号

新形透明意匠の三越銀座支店納

エスカレータ設備

新築の三越銀座支店にlテl立1200C形エスカレーク20台を納入L

た｡本設f掛よ銀座支店の中央に複列交ざ式に設けられたもので,地

下3階から地上8階まで連続的に昇り降りができる政利な主交通糠

関とLて好計裡に稼働小である｡.各ニ∴カレーメはためらかな乗心

地と日立特有のBT-SC2形無騒音装置を術えたものてあるカニ,さら

に銀権中央部のデパートにふさわい､慈覚をもり込んた新しい意匠

の全通り-】式である｡.すなわち,

｢1)クリスク′′ンの効果を強調するた糾二欄干通耶部の深さを従

来のものに比べ10%以_L増し,パネ′Lにほ垂rl二幸二柱こ{㌻わせて分割

LたひL形のカーブドガラスを用いた.二.

(二2)内装のデッキカバーは

光沢のある"あかかね”色の

着色とし,外装にはライトク

リーム色の高級アクリル板を

張りつめて気品のある豪華さ

を出している.｡

･こ3)掩段はクリートライザ

方式で,ノ､ンドレー′し仁7〕人1+

部ク}干即盲圭貨と接するスカート

ガードレつ内～附こは特殊な安全

装F告三な彗与肺L′ている二;
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周22 新形意匠の

全透明式エスカレータ設備

全国に伸びる立体駐車場設備

昭和43年にはレベルパーク形11去L ロー.クリ形10基,バウザ

形,フォーク形各1韮と新たに閃光したトラパーサ形1基などが北

ほ札幌から丙ほ鹿児島にわたり全国各地に納入された〔..

レベノンパーク形は南瓜 節ビ′L-,映画鮎,デパートなど各方山に

進出しており,レイアウトも多柾多様にわたり,たとえば納屋節一

ビルl＼取児法1蔚勺6fて2層式J:)′+＼規模なものから,東急ピノLl去ミ京二)納

3基62か拉ぞ享の人規模な岱了ヰ設仙二いノーニろ‾よてノ椚垂需柴に対処し

ている｡.1郭二示すt‖小屋主デパート絹帥1J.:純一1)レrアウトは鉄骨架台

上にレべ/,しパークを露人設三;空したカメしてもf).出帆う胡易で建設費

の少ない設仰として拝口をあび‾ているこ.

新たにr了｢-】発したトラノて∽十ヤ如上,ユン/ミーノー拭行台中およびト

ラバーサの組み介わせにより子丁理1′王(Jに‥1ペー∴をi部=するもので,

他機種でほほとんど設!7こ小巾j巨‾‾‾∴し)づた小′j＼ビンLこも設毘カニできる

という人きな竹丘′J二ある二､

賢竿

図23 レベルパーク形立体駐車場




